
 

 

 

 

 

平成２６年８月２７日 

内閣府（防災担当） 

 

平成２６年度「防災の日」総合防災訓練について 

 

  政府として防災組織体制の機能の確認や実効性を検証し、防災対応力の向上を

図るため、９月１日の「防災の日」に以下の訓練を実施する。     

 

１ 「防災の日」政府本部運営訓練 

首都直下地震を想定し、内閣総理大臣（調整中）を本部長として全閣僚

に御参加をいただき、緊急災害対策本部の訓練を官邸で行う。 

今年度は、国と地方公共団体の連携訓練として、東京都知事とのテレビ

会議を実施する。また、業務継続計画検証訓練として、同日に各府省庁に

おいて、災害対策本部の設置・運営訓練を実施する。 

 

 （１）地震の想定 

   地 震 名 平成２６年（２０１４年）首都直下地震 

発生日時 ９月１日（月）７時１０分頃 

震 源 地 東京都２３区 

地震規模 マグニチュード７．３ 

震 度 ７（東京都江東区） 

６強以上（埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県） 

５弱以上（茨城県、栃木県、群馬県、山梨県、静岡県） 

（２）訓練の概要 

    別紙１ 

 （３）その他 

    ９時５分目途、内閣府特命担当大臣（防災）会見 

（官邸３階エントランスホールにてぶら下がり） 

 

２ 「防災の日」現地調査訓練 

相模原市直下地震を想定した九都県市合同防災訓練の現地会場（神奈川

県相模原市）を内閣総理大臣が視察（調整中）するとともに、防災担当大

臣を団長とする現地調査訓練を実施する（別紙２）。 

記者発表資料 

 



 

＜お問い合わせ先＞   

【「防災の日」政府本部運営訓練に関すること】 
●訓練の内容に関すること 
 内閣府政策統括官（防災担当）付 

参事官（地方・訓練担当）付 
参事官補佐    宮﨑 裕之

           主査   木全 洋太

  TEL 03-3503-9394 (直通) 

●官邸での取材に関すること  

官邸報道室 

  TEL 03-3581-0101 (代表) 

 

【「防災の日」現地調査訓練に関すること】 
●訓練の内容に関すること 

内閣府政策統括官（防災担当）付 
参事官（地方・訓練担当）付 

参事官補佐  吉岡 正一 
             訓練担当  斎藤 竜太 

TEL 03-3503-9394 (直通) 

●現地会場（神奈川県相模原市）での取材に関すること

相模原市総務局渉外部広聴広報課  

  TEL 042-769-8200 
   



「防災の日」政府本部運営訓練フローチャート

地震発生

別紙１

（官邸４階大会議室）

内閣総理大臣緊急記者会見

非常災害時における国民への周知(51条の2)

関係閣僚協議

・被害情報の把握
・今後の対応について協議

臨時の閣議（持ち回り）

・災害緊急事態の布告(105条)
・緊急災害対策本部の設置(28条の2)

第１回緊急災害対策本部会議
（テレビ会議終了まで公開）

・被害状況、各省庁の対応状況等の共有
・政府調査団の派遣の決定

緊急参集チーム協議

臨時の閣議

・災害緊急事態への対処に関する基本的な方針
(108条)

・総理会見原稿

9:00
～
9:05

8:25

～
8:55

内閣総理大臣会見（公開）
(防災担当大臣立会)

・第１回緊急災害対策本部会議の報告
・臨時の閣議の報告
・災害緊急事態の布告の報告（105条）
・国民への協力の求め(108条の3)

（官邸１階記者会見室）

8:05

東京都知事との
テレビ会議

訓練上の
実施時刻

想定

訓練

実施日：平成２６年９月１日
場 所：官邸



「防災の日」現地調査訓練予定会場（神奈川県相模原市）

９月１日（月）１０：００～１２：１５

訓練会場

訓練会場位置図（神奈川県相模原市）

別紙２

10:00～12:00

○救出救助・消火訓練エリア ○ライフライン訓練エリア

・情報収集活動訓練 ・通信設備復旧供給訓練

・緊急交通路確保確保・道路啓開訓練 ・水道施設復旧訓練

・一斉放水訓練 ○市民訓練エリア

○医療救護エリア ・炊き出し訓練

・医療救護・トリアージ・安定化訓練 ・三角巾を使用した応急救護訓練

○防災フェア ・ＡＥＤを使用した応急救護訓練

・防災資機材展示

・起震車による体験コーナー

12:00～12:15

○閉会式

訓練会場

拡

大



（参考資料１） 

 

１．総合防災訓練の実績 

 

○ 平成２６年度の訓練は、昭和４６年度の「震災対策通信訓練」開始

以降４３回目。 

 

 

２．訓練参加人員等について 

 

○ 全国における防災週間中（８月３０日～９月５日）の防災訓練参加

人員（概数） 

４４都道府県・・・・・・・・・・・・・１６，４５３千人・日 

（１）防災週間中（９月１日を除く）の参加人員 

４０都道府県・・・・・・・・・・・・・１４，１０６千人・日 

（２）防災の日（９月１日）の参加人員 

２６都道府県・・・・・・・・・・・・・・２，３４７千人・日 

出典：消防庁調査結果より 

※広島県及び広島市については計上していない 



 

第３５回九都県市合同防災訓練相模原市会場の概要 

会場レイアウト 

 

１ 九都県市合同防災訓練 

首都圏を構成する九都県市（※）では、防災関係機関の連携協力体制の充実・強化と住民一人ひとりの防災

行動力の向上を目指して、防災週間（８月３０日～９月５日）を中心に、合同防災訓練を実施しています。 

九都県市合同防災訓練中央会場は、九都県市の輪番制となっており、３５回目となる平成２６年は相模原市

が中央会場（幹事都市）の訓練を実施します。 

（※ 九都県市～埼玉県・千葉県・東京都・神奈川県・横浜市・川崎市・千葉市・さいたま市・相模原市） 

訓練では、本市直下を震源域とする地震が発生したことを想定して、多世代の住民（小・中学生、看護専門

学生、自主防災組織など）が参加し、体験して学ぶ「自助」「共助」を高める訓練や、行政、企業等から幅広

い分野の関係機関が集結し、連携を深めるための訓練を実施します。 
 

２ 訓練日時 

平成２６年９月１日（月）午前１０時００分から正午までの間 
  

３ 訓練会場 

在日米陸軍相模総合補給廠（相模原市中央区） 
  
４ 主な訓練内容 

（１）さがみはら１分間行動訓練 

（２）市民による訓練（避難、初期消火、応急救護、炊き出し） 

（３）情報収集活動訓練（航空機、車両、無線を使用） 

（４）緊急交通路確保・道路啓開訓練（自走架柱橋による交通路確保、がれき等の除去） 

（５）現地本部運営訓練（訓練参加部隊が相互に情報共有と活動調整） 

（６）救出救助・消化訓練（消防隊等による救出救助） 

（７）医療救護訓練（災害現場におけるトリアージ、緊急医療処置） 

（８）航空機訓練（多数のヘリコプターで被災者や食料品等物資を搬送） 

（９）孤立化対策推進地区対応訓練（山間地区の被災者をヘリコプターで搬送） 
  

５ 展示・体験コーナー（防災フェア） 

会場には、防災関係機関や防災ボランティアなど５３機関・団体による展示・体験コーナーを開設します。

 
訓練概要 

（参考資料２） 

 

 【出典：相模原市作成資料】 



 

平成２６年８月２７日 

総 務 局 

 

平成２６年度 東京都災害対策本部 審議訓練の開催について 

 

 

このたび、東京都災害対策本部 審議訓練を下記のとおり開催しますのでお知らせします。 

 

記 

 

１ 開催日時 

平成２６年９月１日（月） ８時１５分から８時４０分まで 

 

２ 場所 

東京都庁第一本庁舎９階 災害対策本部室（防災センター） 

 

３ 主な内容 

早朝、首都直下地震（震源：東京都２３区、Ｍ７．３、最大震度７）が発生。概ね２

時間後に都の災害対策本部会議を開催することを想定し、災害対策本部運営訓練を行う。 

出席者：知事、副知事等災害対策本部 本部員 ほか 

※会議中、知事と内閣総理大臣（調整中）、防災担当大臣とのテレビ会議を実施予定 

 

４ 取材について 

（１） フルオープンとさせていただきます。 
 
（２）受付は７時４５分から９F防災センター北側入口で行います。 
 
（３）取材に当たっては、必ず自社腕章の着用をお願いします。 

 

 

 

 

【問い合わせ先】 

総務局総合防災部 松尾 

電話 ０３－５３８８－２４５５  

都庁内線 ２５―１２０ 

内閣府と同時発表
（参考資料３）
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